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ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
を
中
心
に
年
間
二
〇
〇
名
を
超
え
る
方
が
移

住
し
て
く
る
な
ど
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を

一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
本
市
が
誇
る
豊
か
な
魅
力
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
機
会
拡
充
事
業
に
よ
る
社
会
増
を
実
現

一
方
、
全
国
の
離
島
地
域
と
同
様
に
人
口
減
少
は
深
刻
で
、
そ
の
対

策
を
市
の
最
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
移
住
者
が
多
い
五
島
市

九
州
の
最
西
端
に
位
置
し
、
一
〇
の
有
人
島
と
五
三
の
無
人
島
で
構

成
さ
れ
る
国
境
の
島
・
五
島
市
は
、
古
く
は
遣
唐
使
船
最
後
の
寄
港
地

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
現
在
は
、
世
界
遺
産
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
や
日
本
遺
産
「
国
境
の
島
壱
岐
・
対
馬
・

五
島
～
古
代
か
ら
の
架
け
橋
」、令
和
四
年
一
月
に
認
定
を
受
け
た
「
五

島
列
島
（
下
五
島
エ
リ
ア
）
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な
ど
、
歴
史
や
文
化
、
雄
大

な
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
地
域
の
優
位
性
を
活
か
し
、
浮
体
式

洋
上
風
力
発
電
の
商
用
化
や
潮
流
発
電
の
実
証
実
験
を
行
な
う
な
ど
、

「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
島
づ
く
り
」
を
推
進
し
、二
〇
五
〇
年

長
崎
県
五
島
市
商
工
雇
用
政
策
課

有
人
国
境
離
島
法
を
活
用
し
た

雇
用
創
出
と
事
業
の
維
持
・
継
続
に
向
け
て

長
崎
県
五
島
市
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人
口
減
少
の
最
大
の
要
因
は
、
市
内
の
高
校
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
卒

業
後
に
進
学
ま
た
は
就
職
の
た
め
に
島
を
離
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

島
を
離
れ
た
若
者
が
ふ
た
た
び
島
に
帰
っ
て
来
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
は

島
を
離
れ
ず
に
済
む
よ
う
に
、
そ
し
て
、
多
く
の
移
住
者
が
島
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
二
九
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
有
人
国
境
離
島
法

に
よ
る
「
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
」
を
活
用

し
て
、
雇
用
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
交
付
金
は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
お
い
て
、
継
続
的
な

居
住
が
可
能
と
な
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
に
「
雇
用
機
会
拡
充
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
事
業
の

内
容
は
、
民
間
事
業
者
な
ど
に
よ
る
創
業
、
ま
た
は
事
業
拡
大
に
要
す

る
事
業
資
金
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
雇
用
増
が
補
助
の
要
件
と
な

る
も
の
で
す
。

五
島
市
で
は
、
初
年
度
（
平
成
二
九
年
度
）
か
ら
令
和
四
年
度
ま
で
の

六
年
間
で
、
創
業
三
二
件
、
事
業
拡
大
一
九
九
件
の
計
二
三
一
件
の
事

業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
四
年
度
末
現
在
の
雇
用
創
出
数
は
五

八
六
名
で
、
そ
の
う
ち
一
七
八
名
が
島
外
か
ら
の
移
住
者
の
就
職
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
も
あ
り
、
本
市
で
は
、
令
和
元
年
、
翌
二
年
と
二

年
連
続
で
、転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
る
社
会
増
を
達
成
し
ま
し
た
。同

三
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
二
二
四
名
の
社
会
減
と
残
念
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
四
年
は
二
一
名
の
減
と
大
幅
に
改
善
し
て
い

ま
す
。

取
り
組
み
事
業
を
産
業
別
に
み
る
と
、
全
二
三
一
件
の
う
ち
一
六
二

件
が
商
工
業
・
観
光
物
産
業
と
全
体
の
七
割
を
占
め
、
以
下
、
農
林
水

産
業
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
事
業
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

雇用機会拡充事業実績

異動人口の推移

区分
年度

計
2017～2022
創業 事業拡大2017 2018 2019 2020 2021 2022

事業者数 41 49 34 38 32 37 231 32 199

内訳
島内 35 40 26 28 27 34 190 23 167
島外 6 9 8 10 5 3 41 9 32

雇用創出数 144 133 91 94 51 73 586 73 513

内訳
島内 102 87 71 73 30 45 408 41 367
島外 42 46 20 21 21 28 178 32 146

区分 平成24年
（2012年）

平成29年
（2017年）

平成30年
（2018年）

令和元年
（2019年）

令和２年
（2020年）

令和３年
（2021年）

令和４年
（2022年）

社
会
増
減

転入 1,291 1,187 1,285 1,289 1,313 1,172 1,343
転出 1,539 1,322 1,451 1,256 1,244 1,396 1,364
小計 ▲248 ▲135 ▲166 33 69 ▲224 ▲21

自
然
増
減

出生 243 190 221 196 189 195 173
死亡 670 659 663 618 674 682 704
小計 ▲427 ▲469 ▲442 ▲422 ▲485 ▲487 ▲531

合計 ▲675 ▲604 ▲608 ▲389 ▲416 ▲711 ▲552

（単位：人）

（単位：人）

有人国境離島法施行



86

五
島
の
Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
し
た
ジ
ン
蒸
溜
所
の
創
業

商
工
業
で
は
、ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
を
製
造
す
る
「
五
島
つ
ば
き
蒸
溜
所
」

の
創
業
事
例
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
て
製
造
・

販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
経
験
を
積
ん
で
き
た
三
名
が
、
本
市
へ
移

住
し
て
創
業
し
た
も
の
で
、
地
元
の
原
料
を
使
用
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
を
五
島
か
ら
世
界
中
に
届
け
る
こ
と
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

静
か
な
海
辺
の
半は

ん

泊と
ま
り

教
会
脇
に
開
業
し
た
蒸

溜
所
に
お
い
て
、
裏
山

の
湧
き
水
、
キ
ー
と
な

る
ボ
タ
ニ
カ
ル（
植
物
系

原
料
）
に
五
島
の
地
域

資
源
で
あ
る
椿
の
実
を

使
用
し
、
な
め
ら
か
で

風
味
豊
か
な
ク
ラ
フ
ト

ジ
ン
を
製
造
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ジ
ン
の
容

器
と
し
て
椿
の
花
で
包

む
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ツ
ボ
ミ
ボ
ト
ル
を
使

用
し
、蒸
溜
所
の
名
称
に
も
「
つ
ば
き
」
を
入
れ
る
な
ど
、地
元
の
人
々

が
大
切
に
し
て
い
る
椿
へ
の
価
値
を
共
有
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
創
業
者
の
経
歴
、
開
業
し
た
場
所
、
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン

の
製
造
な
ど
話
題
性
が
あ
り
、
蒸
溜
所
開
業
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
商
品
ば
か
り
で
な
く
五
島
市
の
Ｐ
Ｒ

に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
製
造
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
で
、
今
後
の
雇
用
増
な
ど
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
元
住
民
と
移
住
者
の
雇
用
を
生
ん
だ
滞
在
型
宿
泊
施
設

観
光
業
に
お
い
て
は
、
新
た
な
宿
泊
施
設
の
開
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。

中
で
も
注
目
度
の
高
か
っ
た
事
業
と
し
て
、
福
江
島
内
の
白
い
砂
浜
に

隣
接
し
て
い
た
旧
保
養
施
設
を
、
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
の
ホ
テ
ル
・

滞
在
型
施
設
へ
と
改
修
し
た
「
カ
ラ
リ
ト
五
島
列
島
」
の
事
業
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
島
の

時
間
に
身
を
委
ね
、
思
わ
ず
、
飾
ら
な
い
自
分
に
か
え
る
ひ
と
と
き
を

楽
し
む
」
と
い
う
も
の
で
、
五
島
列
島
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
過

ご
す
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
に
加
え
、
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
活
か
し
た
料

理
が
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
島
の
魅
力
を
存
分
に
体
験
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
テ
ル
は
滞
在
型
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
数

名
で
の
宿
泊
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の
利
用
、
コ
ロ
ナ
禍

アーノルドホルスタイン社のハンドメイドのジン専用蒸留器。
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で
注
目
が
集
ま
っ
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
の
利
用
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
に
は
、
滞
在
者
同
士
や
地
域
の
方
と
の
交
流

の
場
に
な
れ
ば
と
の
創
業
者
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
地
元
の
方
、

移
住
者
な
ど
一
〇
名
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
雇
用
す
る
な
ど
、
雇
用
拡
大

に
つ
な
が
っ
た
代
表
的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
人
国
境
離
島
法
の
改
正
・
延
長
を

本
市
に
お
け
る
雇
用
拡
充
事
業
の
特
徴
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
本
事
業
も
開
始
か
ら
六
年
が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
見
え

て
き
て
お
り
、
今
後
は
、
事
業
の
継
続
と
雇
用
の
維
持
が
重
要
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
の
中
に
は
、
実
施
直
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限
な
ど
で

影
響
を
受
け
、
計
画
時
に
見
込
ん
だ
集
客
、
収
入
を
達
成
で
き
ず
継
続

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
事
例
や
、
事
業
が
実
施
さ
れ
雇
用
の
場
の
確
保

は
で
き
た
も
の
の
、
人
材
不
足
な
ど
に
よ
り
採
用
が
思
う
よ
う
に
進
ま

ず
、
苦
慮
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
各
事
業
者
の
課
題
に
合
わ
せ
た
専
門
家
に
よ
る
経
営
診
断

な
ど
、
事
業
実
施
後
の
支
援
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
移
住
予
定
者

な
ど
島
外
か
ら
の
求
職
者
を
対
象
と
し
た
人
材
確
保
に
向
け
、「
雇
用
充

足
促
進
事
業
」
を
活
用
し
、
事
業
の
継
続
や
雇
用
の
質
の
向
上
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
人
国
境
離
島
法
は
令
和
八
年
度
ま
で
の
時
限
法
で
す
。
雇
用
機
会

拡
充
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
同
法
に
よ
る
事
業
は
、
本
市
は
じ
め
国
境

離
島
に
お
け
る
人
口
減
少
対
策
と
し
て
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
お

り
、
同
九
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
離

島
か
ら
の
人
口
流
出
を
抑
制
し
本
土
か
ら
の
移
住
を
拡
大
す
る
た
め
に

は
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
を
支
え
る
雇
用
の

場
の
確
保
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

雇
用
の
数
の
確
保
と
あ

わ
せ
、
雇
用
の
質
を
高

め
る
事
業
者
の
育
成
な

ど
に
向
け
、
同
法
の
改

正
・
延
長
を
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

■

福江空港の南西、大浜地区の海沿いに建つ「カラリト五島列島」。


